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県内鳥見、年間オーバ-100への道 

先月号に普及部恒例の「埼玉県内鳥見ランキング」の結果が発表されていた。観察鳥種数と探

鳥会参加回数のいずれも自己申告でその年のランキングが決まるという楽しい催しものだ。 

鳥種数をみると13人の方が100以上と申告している。経験上、 1人で年間100以上を記録するこ

とはちょっと努力が必要だ。しかし、よく見ると両方で上位者がダブっている。しかもこの人達

は毎年の常連サンでもある。もしかしたら、まじめに探鳥会に参加すれば、いや、参加するだけ

で年間100種をオーバーできるのかもしれない。 

そこで、両方の上位者にインタビューを試みた。質問事項は以下の 7点だ。 

①あなたのBWのスタイル、②鳥数や回数を意識するようになったきっかけ、③申告するよう

になっての変化、（④）観察する、或いは参加する楽しみ、⑤心がけていること、⑥お気に入りの探

鳥会とそこでの楽しみ、⑦その他なんでも 

どうぞ、先月号 9頁「埼玉県内鳥見ランキング」表をご覧になりながらお話をお聞き下さい。 

なお次号より、続けて 6名の方のお話も紹介していきますのでお楽しみに！ 

藤深洋子さん （志木市） 

① 自然にふれながらの鳥見は本当に楽しい。 	入ってくるのですよ）があります。ランキ 

無理はせず、マイペースで楽しんでいます。 	ングに参加して私自身成長させて頂いたと 

② 『しらこばと』に載っていた鳥見ランキ 	感謝しています。 

ングを見てからです。 

③ かなり変わりました。冬鳥、春の渡り、 	鈴木 敬さん （小川町） 

夏鳥、秋の渡り、と毎年季節ごとに見られ ① 現在は見ることが中心です。 

る鳥を意識する様になりました。 	 ② まだ出会えてない鳥を求めて、自宅近辺 

④ 昨年はこんな鳥に逢えたのに今年はどう 	以外の探鳥会のも徐々に参加するようにな 

かな？ そんな事を思いながら鳥見を楽し 	った頃、この企画が始まり、趣味の結果の 

んでいます。初認の鳥を楽しみにしています。 	一端を支部報に残せるのであればと思い、 

⑤ 冬鳥、夏鳥、春秋の渡り（特に渡りのシ 	申告したのがきっかけです。 

ギチを見るのが好きです）、タカの渡りも 	③ 探鳥記録をより詳しくつけるようになり 

楽しみにしています。 	 ました。 

⑥ 昨年は、ほとんど自分の担当場所と近く 	④ 鳥を通じて季節を感じたり、探鳥会で顔 

しか参加できませんでした。 	 なじみになった方々と会ったりすることも 

⑦ 私の場合は、良いフィールドが近くにあ 	楽しみになってきました。 

るという利点が大きいです。車で10分の所 	⑤ 探鳥会に参加する日は、その近辺、或い 

に秋ケ瀬、彩湖、大久保農耕地、30分の所 	は帰路での探鳥もあわせて予定を立てるよ 

うにしています。 

⑥ 3 月「松伏町・松伏記念公園」 自宅か

らは県内で最も遠い探鳥会ですが、ホオア

カ、シラコバトを期待。 

5 月「蓮田市・黒浜沼」 ムナグロはも

ちろん、他のシギ・チ類の出会い。 

7月「狭山市・入間川」 暑い時期です

が、ササゴイさらにアフターも楽しみ。 

11月「本庄市・坂東大橋」 猛禽類やカ

モ類など期待感でいっばい。 
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2 月「東松山市・物見山」 ウソ、ミヤ

マホオジロ、 トラツグミなど当たればラッ

キー。 

マイフィールドでも楽しんでいます。 

青木正俊・真弓・里美（12歳）・夏美（ 9 

歳）さん（さいたま市） 

① 私…見ることが楽しい。見た鳥を図鑑等

で調べるのが楽しい。 

妻…自然との触れ合いが楽しい。鳥を見

るのは自然との触れ合いの一部分かしら。 

娘達・・・見た鳥の絵を描くのが面白い。探

鳥会で他の人と遊んでもらえるのが嬉しい 

（お父さんばかり泊まりの探鳥会に行くの

はずるい）。 

② 『しらこばと』を読んでいて、自分達の

参加回数と比べ、もしかすると掲載させて

もらえるかもしれないと思って。 

③ 特に変わりません。娘達はライバル意識

を持ち、11月ぐらいになるとお互いに何回

探鳥会に参加したかを確認しあっています。 

④ 私…新しく見る鳥が増えるのは楽しい 

（目標は300種！今は202種）。探鳥会でい

ろいろな人と話しが出来るのが楽しい。 

妻…多くの鳥を観察することより、自然

の中を歩くのが好き。将来は身近に鳥がい

っぱいいる場所に住みたい。 

娘達…めずらしい鳥を見るのが好き。遊

んでもらえるのが嬉しい。アカハラオジサ

ン、コドモオジサン、ノッポサンが好き。 

・―我が家でつけている探鳥会で会う人のあ

だ名です。 

⑤ 我が家の場合、鳥を見つけるのはうまく

ないので探鳥会に参加することによって多

くの鳥を見つけています。今年の1/1-

3/26までで私の場合、見た鳥は116種、 

その内探鳥会で見た鳥は106種です。埼玉

で見た鳥は79種です。 

山の神様に貢物を忘れないこと。特に私

一人で遠くの探鳥会に出席した場合、天罰

が下らぬようお土産は絶対必須！。 

⑥ 3月「日光東照宮裏山」 埼玉ではなか

なかお目にかかれない鳥達 

5月「蓮田市・黒浜沼」 ムナグロ等の 

娘との泊まりの探鳥会です 

シギ‘チ類。数年前にオオタカがムナグロ

を襲うシーンを見て以来、娘は鳥を見るの

が好きになったようです。 

7月「渡良瀬遊水地」 ョシゴイ、コョ

シキリ 

8 月「船橋海浜公園」「谷津干潟」 

私・一・シギ類、娘達…カニ遊び・貝殻拾い、 

妻…でも暑い。 

あまり鳥がいないので普段見ることの出

来る鳥をじっくり見る（カルガモのr早の

識別など）。夏は暑いし探鳥会は少ないし、 

子供とプールに行くことが多いです。 

9 月「松伏町・松伏記念公園」 シラコ 

11月「奥日光」 私・・・埼玉ではなかなか

お目にかかれない鳥達。妻、娘達・・・「帰り

の温泉よ！」 

12月「北川辺町・渡良瀬遊水地」 猛禽

類、ベニマシコ。探鳥会が終わった後はタ

方まで子供と遊び、チュウヒが帰って来る

のを待っています。妻「でも寒い」。 

1月「さいたま市・さぎ山記念公園」 

シロガシラアカショウビンのさえずりと踊

り0娘達は家に帰ると母親に懇切丁寧に「シ

ロガシラアカショウビン」の説明をしてい

ます。 

2 月「さいたま市・大宮市民の森」 私

たちが初めて参加させていただいた探鳥会

です。ここが無かったら探鳥会に参加する

ことは無かったと思います。皆さんに親切 

（特に子供達）にして頂きました。 

（以下、次号に続きます） 

ョシゴイ、 コョ 

ノgト ノg 
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第2次県内野鳥分布調査 2005/2006年冬報告 

埼玉県内におけるミヤマガラスの今 
日本野鳥の会埼玉県支部研究部 

はじめに 

本調査は（表1）により実施された。本稿で

は、今回の注目種ミヤマガラスを報告する。 

ミヤマガラス 

ハシボンガラスよりひと回り小さく、基部

が白く他は黒い噛が特色日本には10月から 

3月頃に冬鳥として渡来する（高木200D。 

今回の調瑠吉果（表2）を 1:25, 000 地形図

を4分割したメッシュで示す（図1)0 

おわりに 

田が残されている県東部の5ケ所と、大宮

氷) I 申社のカラス冬埼の計6ケ所で確認され

た。県東部の農耕地を餌場として、200 羽か

ら300羽の群れで越冬していることがわかっ

た。 

図1ミヤマガラスの分布（▲）  

文献 

高木憲太郎 2004 ミヤマガラスの分布調

査 バードリサーチニュース Vol. 1 No. 3 

表1 調査概要 

調査期間 2005/l2/1'---2OO6/1/31 

調査方法 調査はがきによるアけ斗他 

調査はがき 20 通 

支部定例調査 24 ケ所 

調査メッシュ数 128 メッシュ 

表2 注目種ミヤマガラスの調査 

調査はがき数 6通 

汁マがラス存在メッシュ 6メッシュ 
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第2次野鳥分布調査（夏鳥）にご協力くださ

し、 

2006年5月 10 日から7月 10 日まで、県内

全域を対象に夏鳥調査を勤恒します。この期

間内に県内で観察した鳥種名、観察地を、 6 

月号に同封する調査はがきに記入して、郵送

をお願いします。 

夏の注目種はサシノ、県内で繁殖期にサシ

バはどのくらい見られるでしょうカ、第1次

調査(1985年～1990年）では1:25, 000 」棚杉図 

4分割メッシュで 19 メッシュ確認されまし

た。今回は増えているといいのですが。 

（研究部） 
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野鳥記録委員会の最新情報 
●亜種アメI)カコハクチョウ 

英名 Whistling Swan 

学名 のignus col unitガanus co九inibi anus 

分類 カモ目カモ科コクガン属 

2006年3月 16 日、深谷市本田（旧川本町本

田）荒川のハクチョウ渡来地で、弟離司喜雄（深

谷市）が撮影しました。 

コハクチョウの亜種は、日本では、亜種コ

ハクチョウ（C c. bervick助と、亜種アメリカ  

コハクチョウの2亜種が記録されています。 

亜種アメリカコハクチョウは、亜種コハク

チョウよりやや大きく、噛がほとんど黒色で、 

眼の前に小さな黄色斑があることが特徴です。 

黄色斑がまったくない個体もいます。 

亜種コハクチョウがユーラシア極」陪Fで繁

殖し、日本・朝鮮半島・中国南東部やョーロ

ッパ北西部で越冬するのに対し、亜種アメリ

カコハクチョウは、北アメリカ極北部で繁殖

し、アラスカ南部からカリフオルニアまでの

太平洋岸で越冬します。日本には稀な冬鳥と

して飛来します0 

県内では、所沢市狭山湖にかつて飛来した

ことが知られていますが、亜種ですから、種

レベルのようには記録が残されていません。 

いずれにしても、県内への飛来例は少ないと

言えます。 

今年の参科 

小林昌夫（三郷市） 

2月7日～8日まで夢科へ探鳥に行ってき

ました。今冬は夢科も鳥影が少なく、事前に

ペンションの主人から「昨年は佃煮が出来る

くらい餌台に群がっていたハギマシコは1羽

も姿を見せず、オオマシコ、ベニマシコは勿

論、イカルも顔を見せないからその心算で」 

と電話があるくらいでした0 同行の皆さんに

もその旨お話して覚悟して出かけました。 

大寒波襲来の予報で、あるだけの防寒具を

持って行きましたが、茅野駅に降りた途端「暖

かいな」という感じ、途中の道路も積雪は少

なく、昨年は凍結していたのに、コンクリー 

ト肌がそのまんま出てました。 

弁当をペンション内で食べ、早速室内から

観察し始めましたが、目の前が餌場なのでス

コープは必要なく、誰も持参しません。アト

リ、コガラ、ヒガラ、ウソ、アカゲラ、ヤマ

ガラ、ゴジュウカラはひっきりなしに飛んで

くるので、初めて来られた方は感動の連続で

した。室内からコーヒーを飲みながらの探鳥  

は、賛沢の極みです。 

オオマシコは1/15東京支部の探鳥会の折、 

1羽子が目の前に出てきて大騒ぎになったそ

うですが、それ以来現れないようで、東京の

方は運が良かったですね。全然居ない訳では

なく、 2キロくらい離れたペンションには2 

番いが居るらしく、カメラマンが居座ってい

るようです。 

その代わり 8日は我々も予期しなかったヤ

マドリが前面の山肌を歩いているのを見つけ、 

大騒ぎになりました。僅か10秒足らずの出来

事でしたが、この感動は忘れないでしょう。 

［観察鳥種］キジバト、アオゲラ、アカゲラ、 

コゲラ、ハクセキレイ、ヒョドリ、ツグミ、 

ェナガ、コガラ、ヒガラ、ヤマガラ、シジュ

ウカラ、ゴジュウカラ、ホオジロ、カシラダ

カ、アトリ、カワラヒワ、カケス、ウソ、シ

メ、ヤマドリ、ハシブトガラス、以上22 極

ご主入の「今年は山に餌が豊富なのか、飛

んではいるのですが里には下りて来ません。 

来年はきっと赤い鳥も来てくれるでしょう」 

との希望的観測を信じて帰宅しました。 
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春日部市内牧 ◇1月26日、久し振りに宮代

側の林に行ってみたが鳥影薄い。ようやく

オオタカ成鳥1羽が樹上で周辺を見渡して

いるのを見つける。背の褐色味が強いので

早と思われる。その他ジョウビタキ早、ア

オジ、ツグミ、シジュウカラ、コゲラ、メ

ジロな＆開妾していた林やブッシュは更

地になり、宅地になり始めている。この林

ももうダメのようだ（鈴木紀雄）。 

蓮田市川島元荒川 ◇1月30日、タシギ1羽、 

川の縁で羽繕いをしながら水浴びをしてい

た。そばにコチドリ、コサギ、セグロセキ

レイ。川の中にコガモ、ヒドリガモ、カル

ガモ、カワウ（本多己秀）。 

蓮田市馬込綾瀬川 ◇1月31日、イソシギ、 

ハクセキレイ、コガモ、カルガモ、コチド

リ。悪臭の川にもこんなに鳥がいた。そば

のアシ原にカシラダカの大群（本多己秀）。 

蓮田市黒浜 ◇2月 3 日、上沼でカワセミ、 

コガモ、オナガガモJl羽、マガモ子1羽。 

2月 8 日、アシ原でオオジュリン。療養所

内でェナガ（鈴木紀雄）。02月18日、療

養所内でカケス 2羽、ブルーの羽が美しし、 

ツグミ4羽、 2月に入ってやっと数が増え

てきた。カシラダカ20羽、例年より少ない。 

アオジ4羽、やっと目につくようになった。 

例年より少ない。ウグイス 3羽、その内の 

2羽が今年初めてのさえずり、まだ下手え二

アカハラ 3羽、シロハラ、シメ、メジロ約 

20羽、シジュウカラ。 2月21日、療養所内

の林でシメ、シロハラ2羽、アカハラ 2羽 

（その内1羽は頭部が黒いのでオオアカハ

ラ子ではないかと思う）。ェナガ2羽とシ

ジュウカラの混群。ハイタカ1羽、雑木林

の中をすり抜けた。アオジ、ツグミが今に

なってやっと増えてきた。カシラダカ約80 

羽、ウグイス、コゲラ、カケス。2月23日、 

療養所内でウグイス、地鳴きとさえずり、 

「ホーホケキョ」がうまくなってきた。シ

メ、メジロ、アカハラ1羽、シロハラ1羽、 

カシラダカ約60羽、ツグミ、コジュケイ、 

コゲラ、シジュウカラ、ジョウビタキ、モ

ズ、カワラヒワ、カケス。上空でオオタカ

成鳥1羽、カラスにモビングされながら旋

回していた。羽がかなり白い。 2月24日、 

療養所内でウグイス、上手にさえずってい

るのが増えたが、地鳴きだけのものもいる。 

シロハラ 2羽、アカハラ 3羽、カシラダカ 

100羽＋、コジュケイ4羽＋、キジ子1羽

早1羽、ェナガ 2羽、ジョウビタキ 3羽、 

シメ2羽、ツグミ、アオジ、モズ、カケス 

（本多己秀）。 

蓮田市蓮田 ◇2月21日、タヒバリ 8羽、ツ

グミ10羽、ムクドリ30羽、ハクセキレイ1 

羽、ホオジロ1羽。火入オ喰の黒く焼けた 

1枚の田で餌を探していた（本多己秀）。 

さいたま市岩槻区岩槻文化公園 ◇1月31日、 

チョウゲンボウ1羽。 2月 3 日、ベニマシ 

コ子若鳥1羽、早 1羽。ジョウビタキ、ホ 

オジロな＆暖かく春めいてホオジロはぐ 

ぜっていた。 2月 7 日、カイツブリ、カワ 

ウ、アオサギ、ゴイサギ若鳥、イカルチド 

リ、カルガモ、コガモ、ヒドリガモ、コゲ 

ラ、ウグイス、シジュウカラ、メジロ、ア 

オジ、ホオジロ、シメ、シロハラ、アカハ 

ラ、ツグミ、ジョウビタキ早 2羽、ベニマ

シコ子1羽、子若鳥1羽、早 1羽、カケス 

5羽、オナガ 2羽な＆ 3月 5 日、上空を

ハヤブサ飛瓶ここで見るのは何年ぶり加 

3月 7日、今日はオオタカが飛んだ。セグ

ロカEメ、オオジュリン、シロハラ、アカ

ハラ、カイツブリ、カワウなど（鈴木紀雄）。 

さいたま市岩槻区加倉5丁目 ◇2月13日午

後 3時30分頃、チョウゲンボウ1羽、ヒラ 

ヒラ飛びながらニウモリを追いかける。 4 

~5回アタックし、つかまえて飛び去る。 

2月28日午後1日糾5分、ゴルフ練習場の鉄 

塔上にいるオオタカにカラス2' 3羽がモ

ビングしていた。オオタカは翼と尾羽を開

いて威嚇し、カラスを追い払ってしまった 

（藤原真理）。 

さいたま市岩槻区太田町 ◇ 2月22日、シメ

早 1羽、やっと今季初。本当に今年は冬鳥

が少ない（鈴木紀雄）。 
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さいたま市見沼区膝子 ◇1月31日、タゲリ 

2羽、タヒバリ、ヒバリ（鈴木紀雄）。 

さいたま市見沼区新右工門新田 ◇2月10日、 

新田脇の芝川に折計t込む流入口の僅かな流

れの中でタシギ、イソシギが寄り添うよう

にしてたたずんでいた（赤堀尚義）。 

さいたま市見沼区大谷環境広場 ◇2月23日、 

コチドリ 2羽、タヒバリ 4羽、ツグミ10羽、 

セグロセキレイ 3羽、ハクセキレイ、カワ

ラヒワ多執 3月13日、コチドリ 6羽、イ

カルチドリ 2羽、アカハラ1羽、ツグミ、 

ハクセキレイ、カワラヒワ（鈴木紀雄）。 

さいたま市浦和区大原サッカーグランド付近

◇2月10日、グランド脇の休耕田のアシ原

でベニマシコの声、しばらく耳をすまして

いると早1羽が飛び出し直ぐ近くに止まっ

てくれた。近くの通路にホオジロ、アオジ、 

スズメが入り乱れて盛んに餌をついばんで

いた（赤堀尚義）。 

さいたま市浦和区南部浄化センタ付近 ◇2 

月28日、アシ原にオオジュリン10数羽、ス

ズメ20~3O羽が一緒に群れて大騒ぎしてい

た。近くのセイタカアワダチンウにベニマ

シコ子、早 4- 5羽が口いっぱいに種を頬

張っていた（赤堀尚義）。 

越谷市県民健康福祉村公園 ◇2月11日午

前9時、南側水路でタシギ2羽。公園内で

ユリカモメ5羽、セグロカモメ1羽、カイ

ツブリ 2羽、カワラヒワの群れ。 2月12 

日午前10時、公園西側でシラコバト 3羽（小

菅靖）。 

越谷市七左町8丁目 ◇2月21日午前7時、 

シラコバト1羽、融にとまって鳴いてい

た。最近この周辺でシラコバトが減少して

いる（小菅靖）。 

松伏町県立緑の丘公園予定地 ◇2月11日午

前11時、カワウ、コサギ1羽、ダイサギ2 

羽、アオサギ3羽、オオバン4羽、タシギ 

3羽、タヒバリ 6羽、カワラヒワ、ハクセ

キレイなど。帰りかけたらオオタカ1羽飛

びだす（小菅靖）。 

本庄市利根川 ◇2月18日午後3時頃、対岸

の木立に止まっていたハイイロチュウヒ早

が本流を横切り車の右脇を通過した。本流 

上空約lmの低空で飛翻しアシ原に消えた 

（上の写真）。 3月22日朝、本庄市の利根川

河川敷でコチドリ 2羽、鳴きながら水辺を

フライトしていた（町田好一郎）。 

本庄市総合公園 ◇3月25日午前10時頃、 

蓮池上空でツバメ1羽、華麗に舞ったり池

の水を飲んだりしていた（町田好一郎）。 

渡良瀬遊水地 ◇2月19日、貯水池の干上げ

でカモ類、カイツブリも少ない。セグロカ

モメ、カワウ、コサギ、ダイサギ、アオサ

ギ、ベニマシコ早、タゲリ、シメ、カシラ

ダカ、ホオジロ、ミサゴ、チュウヒ、ハイ

イロチュウヒ子早。ハイイロチュウヒ子の

色のコントラストは見事っトビ約30羽、ト

ビ柱ができていた。チョウゲンボウ、コチ

ョウゲンボウ、ノスリなど（本多己秀）。 

03月12日、チュウヒ約10羽、ノスリ約5 

羽、ハイイロチュウヒ子1羽、ミサゴ3羽、 

チョウゲンボウ1羽0 干し上がった池でタ

ゲリ 2羽、トウネン7羽（鈴木紀雄）。 

表紙の写真 

スズメ目カラス科カケス属ルリカケス 

柳 清ニ（大利根町） 

編集部の解説 全長約38cm。カケス（全長約 

33c司より少し大きい。奄美大島の亜熱帯照

葉樹林にのみ生息する日本特産1亀 1921年に

天然記念物に指定され保護されるようになっ

たが、近年個体数が減少していると言われ、 

レッドデータブック、IIJCNレッドリスト、絶

滅危恨且類種。種の保存法国内希少野生動植

物種。カケスから種分化したと考える説と、 

インドカケスに近い遺存固右種と考える説が

ある。 
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三」 
アマサギ（古津洋子） 

i要予約」と記載してあるもの以外、予約申
し込みの必要はありません。初めての方も、青
い腕章をした担当者に遠慮なく声をおかけく
ださい。私たちもあなたを探していますので、 
ご心配なく。 

参加費：一般100 円、会員と中学生以下50 
円。 持ち物】筆記用具、雨具、昼食、ゴミ
袋、持っていれば双眼鏡などの観察用具も 

（なくても大丈夫）。 解散時刻】特に記載
のない場合正午から午後1時ごろ。悪天候の
場合は中止、小雨決行です。 
できるだけ電車ソベスなどの公共交通機関を

使って、集合場所までお出かけください。 

さいたま市・秋ケ瀬公園自然観察糾 

期日】5月3日（水・祝） 

集合】午前9時、秋ケ瀬公園ピクニックの森

駐車場。 

交通】バス停「下大久保」から徒歩約8分。 

「下大久保」へのバス：浦和駅西口から荒川

総合運動公園行き 8:17発で8:36着、 

与野駅西口から志木駅東口行き 8:20 

発で8:36着、志木駅東口から与野駅西

口行き 8:25発で8:41着。 

担当：小荷田、佐久間、杉原、藤田（敏） 

見どころ】昔、関東の沖積低地はすべて低層

湿原でした。アシが生える湿原や、林

床にアシが生えるハンノキ湿陛林が今

も残る秋ケ瀬で、古の一面のアシ原を

想います。今回のテーマは「アシを調

べよう！」。 

持ち物】長靴、メジャー、ルーぺ、ナイフが

あればお持ちください。 

ご注意：探鳥会ではありません。研究部担当

の自然観察会です。 

千葉県習志野市・谷津干潟探鳥会 

期日】5月5日（金・祝） 

集合】午前9時40 分、JR京葉線南船橋駅改

札口付近。 

交通】訳武蔵野線武蔵浦和8:35→南浦和8】3 

8→南船橋9:29着。（直通） 

担当：杉本、手塚、長谷部、菱沼（ー）  

見どころ】春の渡りのシギやチドリが主役

今年も潮回りが良くありませんが、ど

んな珍客が訪れてくれるでしょう観 

蓮田市・黒浜沼探鳥会 

期日】5月7日（日） 

集合】午前8時40分、皿宇都宮線蓮田駅東

口バス停前。 

担当】田中、玉井、吉安、長野、菱沼（一）、 

松永、榎本（建）、青木 

見どころ：立夏を過ぎ、夏鳥を迎えたこの季

節には、北へ向かうムナグロなどが笹

山や黒浜の田んぼに立ち寄ります。今

年も期待して、元荒川の川島橋から黒

浜沼・環境学習館まで歩きます。 

加須市・加須はなさき公園探鳥会 

期日】5月7日（日） 

集合】午前9時、加須はなさき公園駐車場。 

交通：春日部 8:21→久喜8:34発→花崎8:42 

着。または訳宇都宮線大宮8:04→久

喜8:24着で東武伊勢崎線8:34発に乗

り換え。花崎駅から徒歩約10分。 

担当】長嶋、中里、宮下、四分一、栗原、植

平、鬼塚 

見どころ】公園側との共催となって4回目の

探鳥会。時は初夏、新緑の公園とその

周辺を散策しながら、身近にいる野鳥

を観察しましょう。自然の仕組みのす

ばらしさを知り、貴方も今日からナチ

ユラリスト。初めてのかた、初心者の 

-8- 



かた歓迎です。 

群馬県・四万温泉周辺探鳥会優予約） 

期日【 5月13日（土）-.5月14日（日） 

定員に達したので締め切りました。 

熊谷市・大麻生定例探鳥会 

期日】5月 14日（日） 

集合】午前 9時30分、秩父鉄道大麻生駅前

交通：秩父鉄道熊谷9:11発、または寄居 8:4 

9発に乗車。 

担当】中里、和田、森本、高橋（ふ）、藤田（裕）、 

栗原、飛田 

見どころ：五月の風、若葉の風が気持ち良く

渡ってきます。ツバメは軽やかに舞い、 

若葉の梢ではホオジロのさえずりが、 

アシ原ではにぎやかな恋歌が流れて行

きます。5 月の大麻生は最高！ 

嵐山町・菅谷館都幾川探鳥会 

期日【 5月 14日（日） 

集合：午前 8時40分、東武東上線武蔵嵐山駅

西口。または午前9時10分、県立嵐山

史跡の博物館（旧県立歴史資料館）駐車

場。 

交通】東武東上線川越 8:03 発、または寄居 

8:12発。 

担当】後藤、喜多、大洋、青山,倉崎、新井 

（巌）、中村（豊）、林、千島 

見どころ】住宅街でもツバメが忙しく飛び回

り、賑やかになりました。今回は、繁

殖期を迎えての子育てや幼鳥の観察を

しましょう。 

『しらこばと』袋づめの会 

とき】5月 20 日（土）午後 3時～4時ごろ

会場：支部事務局 108 号室 

さいたま市・三室地区定例探鳥会 

期日：5月 21日（日） 

集合：午前 8時15分、京浜東北線北浦和駅東 

口、集合後バスで現地へ。または午前 

9時、さいたま市立浦和博物館前。 

後援：さいたま市立浦和博物館 

担当】楠見、福井、倉林、渡辺（周）、若林、 

小菅、赤堀、新部、青木、増田、宇野

津 

見どころ：今年もカッコウが戻ってきます0 

その目には、昨年から続く芝川のエ

事・環境の変化はどう写っているので

しょう。見沼を歩く人のホームページ

に「鳥たちもがんばっているよ」とい

う記載がありました。青葉の見沼たん

ぼを歩きましょう。 

栃木県‘奥日光探鳥会（要予約） 

期日】5月 24日（水） 

集合】午前7時、JR大宮駅西口代々木ゼミナ 

ール前。 

交通【往復とも貸し切りバスを利用。 

帰着】当日午後 7時ごろを予定。 

費用】6, 000 円の予定レミス代、高速料、保 

側斗など）。過不足の場合は当日精算。 

定員；20名（先着順、県支部会員優先）。 

申し込み】往復はがきに住所、氏名、年齢（保 

険加入で必要です）、電話番号を明記し 

て、榎本秀和 

まで。 

担当】榎本（秀）、入山、藤洋 

見どころ【初夏の奥日光は久しぶり。湯滝・

光徳・戦場ケ原に、高層湿原の鳥を訪

ねます。雨天決行です。 

長野県・戸隠高原探鳥会（要予約） 

期日：5月 27日（土）-.5月28日（日） 

詳細は 4月号をご覧ください。 

狭山市・入間川定例探鳥会 

期日『 5月 28日（日） 

集合】午前9時、西武新宿線狭山市駅西口。 

交通：西武新宿線本川越 8:43発、または所沢 

8:36発に乗車。 

担当】長谷部、藤掛、高草木、中村（祐）、山

本（真）、久保田、山本（義）、石光、山

田（義）、山口 

見どころ】繁殖期の鳥たちを探し、そっと観

察します。やってきたばかりの、ササ

ゴイやオオョシキリも楽しみです。 

-9- 



行事報告〕 

プを向ける。興奮が収まったころ、浮島にオオタ

カの若がいるのを少女が見つけて、またまた大騒

ぎになった。また、昭和沼では初認のウミネコが

観察でき、ベテランを喜ばせた。全員それぞれお

目当ての鳥をゲットでき、ルンルン気分で帰途に 

ついた。 	 （長嶋宏之） 

10月10日（月、休） さいたま市大久保農耕地〕 

雨のため中止。  1月8日（日） 熊谷市 大麻生 
	、 

参加】29名 天気】日青 	ノ 

12月4日（日） 北本市 石戸宿 
	、 

参加：43名 天気】曇 

カイツブリ カワウ アオサギ マガモ カルガ

モ コガモ ノスリ キジバト カワセミ アリ

スイ コゲラ ハクセキレイ ヒョドリ モズ

ジョウビタキ ツグミ ウグイス シジュウカラ

カシラダカ アオジ カワラヒワ シメ スズメ

カケス ハシボソガラス ハシブトガラス（26 
種）高尾の池には一面の氷が張り、カモの姿はあ

まり見られなかった。高尾の森近くの梅林では、 

歩道の傍らでキジバトが営巣していた。この寒さ

の中での繁殖は意外で、成功を祈らずにはいられ

なかった。桜堤下の釣堀でカワセミが出てくれて

ホッとした。冬鳥の数が少ない気がする。 

（岡安征也） 

1月7日（土） 久喜市 久喜菖蒲公園 

参加】60名 天気】快晴 	i 

カイツブリ カワウ マガモ カルガモ コガモ

ョシガモ トモェガモ オカョシガモ ヒドリガ

モ アメリカヒドリ オナガガモ ハシビロガモ

ホシハジロ キンクロハジロ ミコアイサ オオ

タカ バン オオバン セグロかEメ ウミネコ

キジバト カワセミ コゲラ ハクセキレイ ヒ

ョドリ シジュウカラ メジロ ホオジロ アオ

ジ カワラヒワ スズメ ムクドリ ハシボソガ

ラス ハシブトガラス（34種）当支部と公園との

第1回共催探鳥会ということで、その共催の精神

に基づき「野鳥を通して自然と親しむ」をメイン

テーマにした。例年にない寒さにもかかわらず60 
名（うち公園側の情報で6名）が参加した。沼の 

3分の1が凍ってしまったのが幸いしてか、ボー 

ト乗り場の桟橋でアメリカヒドリやヒドリガモが、 

近くの岸にはョシガモがいて、参加者をひきつけ

た。続いて浮島の前で他のカモに混ざってトモエ

ガモの雄が泳いでいるのを発見。皆一斉にスコー 

コハクチョウ カルガモ トビ オオタカ キジ

バト ハクセキレイ ヒョドリ モズ ジョウビ

タキ ツグミ ウグイス シジュウカラ メジロ

ホオジロ カシラダカ ミヤマホオジロ アオジ

ベニマシコ シメ スズメ ムクドリ コゲラ

ハシボソガラス ハシブトガラス（24種）風もな

く快晴だ。明戸堰が凍っているということで、野

鳥の森へと向かう。途中冬鳥を含め、大変小鳥が

少ない。モズが際立って目立つ。野鳥の森へ入っ

て、ベニマシコが数羽、さらにミヤマホオジロが 

5--- 6羽落ち葉の中で採餌しているのを確認。最 

後に盛り上がりを見せた。 	（後藤康夫） 

ノ1月8日（日）千葉県船橋市ふなばし三番瀬海浜公園 

参加：42名 天気】日青 
	ノ 

ハジロカイツブリ カンムリカイツブリ カワウ

コクガン コガモ ヒドリガモ アメリカヒドリ

オナガガモ キンクロハジロ スズガモ ホオジ

ロガモ ウミアイサ ハヤブサ オオバン シロ

チドリ ダイゼン ハマシギ ミユビシギ ユリ

カEメ セグロカモメ シロカモメ カモメ ズ

グロカモメ ハクセキレイ タヒバリ ヒョドリ

モズ セッカ スズメ ムクドリ（30種）ハヤブ

サを嫌ってミヤコドリは疎開中！ コクガンは数

人が見ただけで飛んでいってしまった。それでも

ハマシギが団子になって乱舞し、スズガモの固ま

りが見られるいつもの干潟を楽しんだ。この当た

り前の光景が日本から失われてきたのだ。 

（杉本秀樹） 

1月9日（月、休） 春日部市 内牧公園 

 

参加【 33名 天気】日青 

 

	ノ 

ゴイサギ コサギ アオサギ トビ オオタカ

タシギ キジバト コゲラ ヒバリ ハクセキレ

イ タヒバリ ヒョドリ モズ ツグミ シジュ

ウカラ メジロ ホオアカ カワラヒワ シメ 

	ノ 
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スズメ ムクドリ ハシボソガラス ハシブトガ

ラス（23種）穏やかな日和となり、開始早々オオ

タカ成鳥が上空に。常連の鳥影は少なかったが、 

ゴイサギ、アオサギ、 トビ、ホオアカが出現。 ホ

オアカはこの探鳥会では初記録だった。 

（石川敏男） 

1月9日（月、休） 戸田市 彩湖 

参加】70名 天気】日青 

カイツブリ カンムリカイツブリ カワウ ダイ

サギ カルガモ ョシガモ ホシハジロ キンク

ロハジロ ミコアイサ オオタカ オオバン イ

ソシギ ユリがEメ セグロかモメ キジバト

ハクセキレイ タヒバリ ヒョドリ モズ ジョ

ウビタキ ツグミ ウグイス シジュウカラ メ

ジロ アオジ カワラヒワ シメ スズメ ムク

ドリ オナガ ハシボソガラス ハシブトガラス 

(32種）寒くはなく良い日和。だだ、この冬は小

鳥たちが少なく気になる。池は連日氷結してかE 

たちも来ない。昨年見られたヒメアマツバメ、ベ

ニマシコ等見られなかった。中間でョシガモ子11 

羽早12羽が見られ、ダメ押しのミコアイサがつが 

いで見られ、終了となった。 	（倉林宗太郎） 

1月15日（日） 長瀞市 長瀞 

参加】70名 天気】β青 

カイツブリ カワウ オシドリ マガモ カルガ

モ コガモ トビ オオタカ ハイタカ ノスリ

イカルチドリ イソシギ キジバト ヤマセミ

カワセミ アオゲラ コゲラ キセキレイ ハク

セキレイ セグロセキレイ ヒョドリ モズ ジ

ョウビタキ ツグミ ウグイス ェナガ シジュ

ウカラ メジロ ホオジロ カシラダカ アオジ

カワラヒワ シメ スズメ ムクドリ ハシボソ

ガラス ハシブトガラス（37種）暖かい探鳥日和

になる。出発して間もなく、第1ヤマセミポイン

ト。すぐ頭上の大木にヤマセミがお出迎え。大勢

のお客さんにビックリしたのか対岸へ飛んで行っ

て遠かったものの、全員でじつくり見ることがで

きた。上空にはトビ、ノスリも旋回。トビは食事

シーンのサービスも。第2ヤマセミポイントでは、 

またもやヤマセミが、上空にはハイタカも見られ

た。最後を締めくくってくれたのは上空のオオタ

カ。終わってみれば皆さん満足のいく探鳥会だっ 

たのでは？ 	 （井上幹男）  

1月15日（日） さいたま市 三室地区 

参加【 63名 天気】U青 

カイツブリ カワウ アオサギ カルガモ コガ

モ オカョシガモ オオタカ バン タゲリ セ

グロカEメ キジバト コゲラ ヒバリ ハクセ

キレイ セグロセキレイ タヒバリ ヒョドリ

モズ ツグミ シジュウカラ メジロ ホオジロ

カシラダカ アオジ カワラヒワ スズメ ムク

ドリ ハシボソガラス ハシブトガラス（29種） 

正月なので初めての参加者がちらほら。ここで鳥

見をスタートする意気込みが嬉しい。ご褒美に6 

年ぶりにタゲリが 3羽ゆっくり出現。にぎやかな 

探鳥会であった。 	 （楠見邦博） 

1月21日（土） 蓮田市 黒浜沼 

雪のため中止。 

1月21日（土） 『しらこばと』袋づめの会、 

ボランテイア【 12名 	ノ 

浅見徹、新井浩、海老原教子、大坂幸男、佐久間

博文、千野安以、檎山大介、槍山秀樹、藤掛保司、 

増尾隆、松村禎夫、山口芳邦 

1月22日（日） 長野県 軽井沢町 
	、 

参加者】37名 天気】晴 

 

	ノ 

アオサギ トビ ノスリ キジバト アオゲラ

アカゲラ コゲラ キセキレイ セグロセキレイ

ヒョドリ モズ カワガラス ジョウビタキ ツ

グミ エナガ コガラ ヒガラ ヤマガラ シジ

ュウカラ ゴジュウカラ ホオジロ カシラダカ

アトリ カワラヒワ イカル シメ スズメ カ

ケス ハシボソガラス ハシブトガラス（30種） 

雪が少なく想定外。長倉神社も所々地面が見える

状態。赤いヤドリギの実はたわわなのにヒレンジ

ャクの姿はなし。朋でアオゲラがじつくり観察出

来た。三井の森では凍結も殆んど無くアイゼンが

生欠伸。途中カラ類が楽しめた。湯川では常駐の

カワガラスを観察。下りではアカゲラ、アトリ、 

カシラダカに出会えた。冬季クローズ中のピッキ

オも我々のために休日出勤しオープン。 トイレの

借用が出来た。mしJm 雪も鳥も少なかったが浅

間山の景観を満喫し塩壷温泉のロビーでランチが

取れ、軽井沢らしい探鳥会であった。何人かの方

は帰路、レンジャクの群れに遭遇したそうな！

長倉神社にお賓銭を上げた？ （町田好一郎） 
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3月 14 日、神奈川県横浜市港北区の鶴見J暗

オガワコマドリ（松村禎夫） 

r 連絡帳 

●今年も「ヒナを拾わないで！！」キャンペーン

毎年この季節は、「善意の誘拐事件」が多発

します。支部事務局には、「野鳥のヒナを保護し

ました。どうしたら良いでしょうカり という電

話がかかってきます。野鳥の会は鳥類保護連盟、 

野生動物救護獣医師協会と共催で、「ヒナを拾わ

ないで！！」キャンペーンを実施します。 

ヒナを見つけたら、そのままそっとしておく

ことが最善であることを、支部会員の皆さんも、 

機会がありましたら、PRをお願いします。詳

しくは、支部ホームページをご覧ください。 

●理事・評議員・鳥獣保護員 

本部役員などは2年に1度の改選の時期で

す。2月12 日（日）に開催された理事会で橋口長

和が、南関東地域支部の代表の評議員として、 

3月 18 日（土）に開催された評議員会で海老原

美夫が、学識経験者枠の理事として、それぞれ

再任されました。 

県鳥獣保護員は毎年更新の手続きがありま

す。支部役員会は18年度も、福井恒人と小荷田

行男の2名を継続して推薦しました。  

●事務局の予定 

5月7日（日）編集部・普及部会議。（日にちに 

ご注意！!) 

5月 13 日（土）研究部会議 6月号校正（午後4 

時から）。 

5月 20 日（土）袋づめの会（午後3時から）。 

5月21日（日）役員会（午後4時から）。 

●会員数は 

4月1日現在2, 310 人です。 

活動報告 

3月 11日（士） 4月号校正（海老原美夫・大坂

幸男・藤掛保司・山田義郎）。 

3月18日（土）日野市WINGで開催された本部の

評議員会に出席。 

左から山部直喜・柳生博会長・藤掛保 

司且菱沼一充・橋口長和・海老原美夫 

3月 19 日（日）役員会（司会】大1畢砧、各部の報 

告・次期役員候補・その他）。 

3月 22 日（水）4月号を発送（倉林宗太郎）。 

編集後記 

4月号に「カメラの落下事故にご用J山なん

て書いたら、なんとその翌日、畦道に立ててお

いた自転車が倒れ、ザックがごろごろちゃぷん

と水の中。カメラも濡れて大損害。5月！！ 自

転車の転倒事故にもご用心！! （海） 
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